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概  要 
 
１ 目的 
科学技術と社会との関わりがますます密接なものになっており、今後さらなる科学技術の発展
には、国民の科学技術に対する理解と支持が不可欠であり、科学技術と社会との信頼関係の構
築が重要となっている。そのためには、国民が日頃から科学技術を巡る諸問題について高い関
心を持つ必要がある。 
本調査は、有機的な国民との科学技術コミュニケーションを進めるため、科学技術に対する関
心の程度と科学技術に対する考えや意識、過去の経験との関連を把握することを目的とした。 
 
２ 調査方法 
インターネット調査会社の保有する登録モニターのうち、全国 20～69 歳を対象とし、2014 年 2
月 28 日（金）～3 月 2 日（日）にかけてアンケート調査（Web 調査）を実施した。 
 
３ 調査結果 
(1) 小・中学校時及び高校時に学習した教科との関連 
○ 小・中学校時に学習した教科において、科学技術に対する関心が高い層ほど「理科」好き
との関連が強く、「算数／数学」好きにあっては、「理科」好きほど科学技術に対する関心と
の関連が強くない（図Ⅰ）。 
○ 高校時に学習した教科において、科学技術に対する関心が高い層ほど「理科（理科基礎、
理科総合）」、「物理」及び「化学」好きとの関連が強く、「数学」好きにあっては、科学技術
に対する関心との関連が見られない（図Ⅱ）。 
図Ⅰ 小・中学校時に好きだった教科のコレスポンデンス分析i
                                                  
i  図中の A、B、C、D、E は、科学技術に対する関心の程度による区分を表し、科学技術に対する関心に関連し
た 3 つの質問の回答結果から、科学技術に対する関心が最も高い A から最も低い E の 5 段階の区分したもの
である。詳細は本文を参照のこと。 
また、バブルの大きさは、全体における選択率又は構成割合を表す。 
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図Ⅱ 高校時に好きだった教科のコレスポンデンス分析
 
 
(2) 小・中学校の頃の経験及び親との関わりとの関連 
○ 科学技術に対する関心が高い層ほど、小・中学校の頃の理系的経験や志向との関連が強
く、その深度が科学技術に対する関心の程度に影響を及ぼしていると考えられる（図Ⅲ）。 
○ 学校生活においては、子どもたちから好かれる理科の先生の存在や後々まで強く印象や
記憶に残る実験が重要である。 
○ 科学技術に対する関心が高い層ほど、理科や科学に対する関心、ものづくり、思考力や判
断力の醸成の動機付けとなるような親との関わりとの関連が強い（図Ⅳ）。 
図Ⅲ 小・中学校の頃の経験や志向のコレスポンデンス分析 
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 図Ⅳ 小・中学校の頃の親との関わりのコレスポンデンス分析 
 
 
(3) 日常における情報媒体との接触状況等との関連 
○ 新聞及び本は、科学技術に対する関心が低い層ほど、「しない」者が増大し、「する」者にあ
っても接触時間が少ない（図Ⅴ）。 
○ テレビ及びインターネットは、非常に長い時間接触しており、科学技術に対する関心の程度
による違いは見られない。 
○ 科学技術に対する関心が高い層ほど、幅広い分野の情報に接触しており、科学技術、政
治、国際関係、経済／金融に関する情報の接触状況は、科学技術に対する関心による違
いが顕著である（図Ⅵ）。 
 
(4) 科学技術に関する情報源の信頼との関連 
○ 科学技術に対する関心によらず信頼性iiが高い情報源の上位は、「科学技術に関連する
専門書や学術雑誌」、「新聞記事」、「一般向けの科学技術に関連する書籍や雑誌」、「テ
レビ番組」であった（図Ⅶ）。 
○ 「新聞記事」及び「テレビ番組」の信頼性は、科学技術に対する関心による明確な違いが見
られないが、「科学技術に関連する専門書や学術雑誌」及び「一般向けの科学技術に関連
する書籍や雑誌」の信頼性は、科学技術に対する関心による違いが顕著である。 
○ 各情報媒体の不信性iiiは、科学技術に対する関心による違いが見られない。 
 
                                                  
ii  「信頼できる」又は「どちらかというと信頼できる」のどちらかを選択した者の割合 
iii  「どちらかというと信頼できない」又は「信頼できない」のどちらかを選択した者の割合 
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 図Ⅴ 情報媒体の接触時間（平日） 
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 図Ⅵ よく接触する情報内容（複数選択） 
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　図Ⅶ　科学技術に関する情報源の信頼
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(5) 過去 1 年以内に訪れた施設との関連 
○ 例示した 5 施設のいずれも訪れたことのない者は、科学技術に対する関心が低い層ほど顕
著に増大した（図Ⅷ）。 
○ 「科学館／博物館／プラネタリウム」にあっては、科学技術に対する関心が低い層ほど訪れ
ている者の割合の減少が顕著である。 
○ 「動物園／水族館／植物園」や「図書館」にあっては、科学技術に対する関心が低い層で
も比較的良く訪れている。 
 
図Ⅷ 過去 1 年以内に訪れた施設（複数選択）iv 
 
 
(6) 科学技術一般に関する意見や考えとの関連 
○ 科学技術に対する関心が高い層は、科学技術に対して肯定的であり、科学技術のもつ不
確実性について理解しているが、リスクの受け入れには必ずしも積極的でなく、科学技術に
参画するという能動的意識が高い（図Ⅸ）。 
○ 一方、科学技術に対する関心が低い層は、日常生活において科学技術の存在自体余り
認識しておらず、科学技術のもつ不確実性やリスクの受け入れには否定的であり、科学技
術に参画するという能動的意識が乏しい。 
 
 
  
                                                  
iv  「行っていない」は、例示した 5 施設のいずれも過去 1 年以内に訪れたことのない者の割合である。 
31.7
37.5
33.9
29.6
28.6
23.2
22.2
40.4
28.0
15.5
12.7
5.4
36.8
48.4
40.6
34.5
30.3
15.2
46.3
56.2
52.8
42.0
37.7
26.8
0.7
2.6
0.8
30.4
18.9
23.6
35.0
39.1
55.4
全体
(n=3000)
A
(n=349)
B
(n=1149)
C
(n=746)
D
(n=644)
E
(n=112)
動物園／水族館／植物園 科学館／博物館／プラネタリウム 美術館／コンサートホール／劇場
図書館 サイエンスカフェ 行っていない
7
図Ⅸ 科学技術一般に関する意見や考えに対する意識度v 
 
(7) 科学技術を評価する時に重視する項目との関連 
○ 科学技術に対する関心が高い層は、科学技術の利用を前提とした評価項目や社会全体
の利益を考慮した評価項目を重視する傾向にある（図Ⅹ）。 
○ 一方、科学技術に対する関心が低い層は、将来影響や事故など科学技術のネガティブな
面に関連する評価項目を重視する傾向にある。 
 
図Ⅹ 科学技術を評価する時に最も重視する項目 
                                                  
v  コレスポンデンス分析における各カテゴリーのプロットの布置位置から、各関心区分の科学技術一般に関する
意見や考えに対する同意の強さを比較するため、コレスポンデンス分析により得られたスコアを用いて数値化した
ものである。詳細は本文を参照のこと。 
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(8) 科学技術による取組みが重要である課題との関連 
○ 科学技術に対する関心が高い層は、「資源・エネルギー問題」、「国際競争力の向上」、「宇
宙開発」、「海洋開発」といったどちらかというとマクロ的な課題との関連が強い。 
○ 一方、科学技術に対する関心が低い層は、「防災・減災」、「少子高齢化社会対策」、「生
活環境の保全」といった自身の身近な問題として具体的なイメージが湧く日常生活との関
連が深い課題との関連が強い（図Ⅺ）。 
 
図Ⅺ 科学技術による取組みが重要である課題のコレスポンデンス分析 
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